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●子育て支援と健康のために  

項　　　　　目 主な予算科目予　算　額

３０億２,８９２万３千円

●豊かな暮らしのために  　２億５,３４９万６千円

●快適な暮らしと安全のために  １４億１,４４７万７千円

●文化と教育のために

●その他

９億７,４３９万９千円

６億４,８７９万７千円

２２億６,２１３万４千円
７億６,６５７万１千円

２１万８千円

民生費
衛生費
労働費

６億２,８７９万３千円
　　２,０００万円

公債費
予備費

２億２,９４８万５千円
２,４０１万１千円

農林水産業費
商工費

７億８,１３８万７千円
６億３,３０８万８千円

土木費
消防費

●町民サービスのために  １１億９,２９０万８千円
９,５６８万９千円

１０億９,７２１万９千円
議会費
総務費

９億７,４３９万９千円教育費　

75 1,30075 1,30075 1,300

子育て支援と健康
３０億２，８９２万３千円

豊かな暮らし
２億５，３４９万６千円

町税
３３億６，３４１万円

繰入金
２億８，９２２万円

繰越金
２億３，０００万円

地方消費税交付金
４億６，０００万円

県支出金
４億６，６９４万円

国庫支出金
７億４，２１７万円

町債
３億３，４６０万円

地方交付税
１０億７，０００万円

文化と教育
９億７，４３９万９千円

快適な暮らしと安全
１４億１，４４７万７千円

その他
４億３，７５６万円

町民サービス
１１億９，２９０万８千円

その他
６億４，８７９万７千円

地方譲与税
１億１，９１０万円

　令和４年３月定例会が、３月２日から３月１６日までの１５日間で行われました。
町長提出議案１９件が付託され、審議の結果、全議案を可決・承認しました。
　議員提出議案の「ロシアによるウクライナへの侵攻に対する抗議決議について」は、
全会一致で可決しました。

対前年度比＋８．３％（５億７，８００万円増）

←

３月定例会
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令和４年度予算はどのように使われる？
集中戦略の事業

未来に続く安全・安心な暮らしをまもるための事業

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

新型コロナウイルス感染症への対応

町制施行５０周年事業の推進

新型コロナウイルスワクチン接種の追加接種
（３回目接種）を迅速かつ適切に実施するため
の事業です。

デジタル化の推進、新たな行政サービスの導入

３月定例会

６，０７４万２千円

学童保育トイレ
改修事業　

学童保育かっぱくらぶが使っているトイレを感
染症対策に配慮したトイレに改修するための事
業です。

４９８万３千円

小・中学校特別教室
エアコン設置事業

新型コロナウイルス感染症対策として、小・中
学校の特別教室にエアコンを設置する事業で
す。

８５０万円

書かない・待たない
窓口推進事業

マイナンバーカード等を活用して住民票の写しや課
税証明書等の交付申請、転入・転出時に申請書を書
かずに手続きを行うシステムを導入し、町民の窓口
手続きの簡略化を図るための事業です。

４２３万７千円

高台避難場所整備事業

町外へ避難できなかった方が、緊急の場合、一
時的に避難する場所として高台避難場所を整備
する事業で、設計及び測量調査等を行います。

８，５８０万円
新ごみ処理施設
整備推進準備事業

新ごみ処理施設整備に向けて、建設用地の選定に向
けた住民説明会の開催や建設候補地の地質調査を行
う事業です。

１，３１０万７千円

空き家診断事業

空き家の不動産調査を行い、売却価格や修繕価
格、解体費等の見込額を示した空き家レポート
を所有者に提示することにより、空き家問題の
解消につなげるための事業です。

１００万円

かんがい排水施設維持管理費補助事業

農地（水田）の所有者の負担を軽減し、今後長期にわたり町の美田を保つため、土地改良区賦課金の一部
を助成する事業です。

認知症検診事業

認知症の早期発見と適切な治療につなげるため、７０
歳の方、７５歳の方を対象に、比企管内の医療機関に
おいて、自己負担なしで認知症簡易スクリーニング検
査を受けられる事業です。

４５万１千円

ご当地ナンバー
プレート製作事業

町内外への PR や町民の地域への愛着を図るた
め、ご当地ナンバープレートを製作する事業です。

７７万５千円
給食トレイ製作事業

町制施行５０周年記念ロゴ入りの給食トレイを製作
する事業です。

２３８万４千円

マイナポイント手続き
支援事業

マイナポイントの予約、申込手続きを支援するため
の事業です。

４８６万円

公共施設デジタル予約
システム導入事業

公共施設の空き状況の確認や仮予約ができるシステ
ムを導入し、利用者の利便性向上を図るための事業
です。令和４年度は、コミュニティセンター、フラッ
トピア、体育館、武道館、グラウンド、テニスコー
ト等で試験的に導入します。

６１万３千円

1，０００万円
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未来に向けて人と人をつなぐための事業

未来へ輝く稼ぐ地域をつくるための事業

未来へはばたく人財をそだてるための事業

３月定例会

地域活動センター（仮称）

開設準備事業

地域活動センター（仮称）の開設に向けて、検
討委員会を設置し、地域活動センター（仮称）
の方向性等を検討していく事業です。

２２万６千円
かわじま郷土資料館（仮称）

開設準備事業

文化財を保護・活用し、歴史文化を学ぶことができ
る「かわじま郷土資料館（仮称）」の開設に向けた準
備を進める事業です。

１７８万１千円

子育て支援医療費
支給事業　

子育て世帯の経済的な負担軽減のため、１８歳
までの入院と通院に係る医療費を助成する事業
です。令和４年度から、通院にかかる医療費に
ついても１８歳までに拡充します。

５,６０４万５千円
０・１・２歳児子育て
支援用品支給事業

町内に住所を有する０～２歳児の保護者が、カタロ
グの中から選んだ紙オムツや離乳食などの子育て支
援用品をお届けする事業です。

２２５万円

生徒自転車通学用
ヘルメット支給事業

自転車通学用ヘルメットを町で購入し、新中学
校１年生に支給する事業です。

７３万１千円

ショートステイ事業

保護者の疾病等で一時的に養育が困難となった場合
に、３歳から小学校６年生までの児童を対象にした
宿泊のできる一時預かり事業です。

４１万２千円

おたふくかぜワクチン
助成事業

おたふくかぜの拡大防止のため、１歳児及び就学前
児童を対象に、おたふくかぜワクチン（任意接種）
にかかる費用を全額助成する事業です。

１３４万７千円

地方創生推進事業

町の資源を活かした集客力向上事業として、地
方創生推進交付金を活用し、稼ぐ力の向上に向
けて、KJ ブランド戦略の見直しや各種調査等
を行うとともに、地域商社への
支援を行うための事業です。ま
た、県補助金を活用し、地域お
こし協力隊を受け入れ、地域商
社へ職員派遣を行います。

２,３７３万３千円
輝け！農業イノベーション
応援事業

農業分野へのロボット技術や
ICT 等の先端技術を活用した
機器導入、農産物の販路拡大
等を目指す新規就農者・認定
農業者を支援するための事業
です。

５００万円
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　川島町議会は、１４人の全議員賛同のもと、ウクライナでの人道危機対応及びウ

クライナからの避難民を受け入れる周辺国等における救援活動を支援するため、令

和４年３月２５日に、ウクライナ人道危機救援金として１０万円を日本赤十字社に

送りました。

ウクライナ人道危機救援金の送金についてウクライナ人道危機救援金の送金について

　我が国を含む国際社会が強く自制を求める中、 ロシアは本年２月２４日、 ウクラ

イナに侵攻した。

　ロシア軍によるウクライナへの侵攻は、 力による一方的な現状変更を認めないと

の国際秩序の根幹を揺るがすとともに、 ウクライナの主権と領土の一体性を侵害

する明白な国際法 ・国連憲章違反であり、 断じて容認することはできない。

　よって、 本町議会は、 今回のロシアによるウクライナへの侵攻に対し強く抗議す

るとともに、 軍の即時撤収、 国際法の順守を強く求める。

　以上、 決議する。

　令和４年３月１６日

埼玉県川島町議会

ロシアによるウクライナへの侵攻に対する抗議決議

●ロシアによるウクライナへの侵攻に対する抗議決議
議員提案による「ロシアによるウクライナへの侵攻に対する抗議決議」を全会一致で可決し、

抗議文を３月 18 日に在日ロシア連邦大使館へ送りました。

議員提出議案

●令和３年度川島町一般会計補正予算 （第８号）
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金、子育て世帯等臨時特別給付金（追加給付金）を

支給するための費用が専決処分され、承認しました。

専決議案

３月定例会
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総務経済建設常任委員会

飯島雨水幹線の工事場所が西
中学校の通学路であるため、
工期と工事時間の調整が必要
と考えるが。
工事の請負業者と協議をした
いと思いますが、工事場所は
通行止めにしますので、バリ
ケードなどで囲い、通学路を
確保できるか検討します。

問

答

地方交付税の増額補正は、一
時的なものなのか。
今年度、国の税収が当初より
多かったため、その分で各自
治体の割合が増えました。来
年度の方向性としては、現状
よりも少し増えると伺ってい
ます。

問

答

旧小見野小学校校舎の貸出面
積を減少し、条例を２か年延
期する理由は。
旧小見野小学校に文化財資料
を置くことから、面積が減少
するものです。また、コロナ
禍で十分な検証ができなかっ
たことから、条例期間を延期
するものです。

問

答

雨水幹線の水路工事 地方交付税補正 廃校施設の管理

郵便ポストラッピング事業の
内容と実施時期は。
町制施行５０周年の記念事業
として、庁舎南側にある郵便
ポストのラッピングを行う予
定であり、実施時期は検討中
です。

問

答

令和４年度の法人町民税と、
固定資産税が増額しているが、
その理由は。
法人町民税は、均等割で９社
程度が増える見込みで算出し
ました。固定資産税は、令和
３年度に適用された、新型コ
ロナウイルス感染症の影響に
伴う課税標準の特例がなくな
り、増加になりました。

問

答

水防団員の警戒出動手当１千
円増額の算出根拠は。
消防庁が示した消防団員の出
動手当を参考に、現行３千円
を４千円にするものです。

問

答

ポストラッピング 令和４年度予算 　水防団員手当

町を守る水防団員
（令和３年５月水防訓練の様子）

条例改正で処遇改善

３月定例会

委員長コメント

　３月定例会においては、令和４年度当初予
算を中心に、補正予算、条例改正の審議を行
いました。条例においては、水防団員の処遇
改善を行いました。災害時などは団活動を通
じて、町民を守っていただいております。皆
さまも身近な水防団（消防団）活動にご参加
いただければ幸いです。
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委員長コメント

子ども・子育て会議から審議
会への提言は。
個別対応が必要な児童の保育
の継続や保育の質の向上につ
いて議論を進め、子どもの成
育環境を主体においた、魅力
的な保育園となるように、審
議会で検討してほしいとのこ
とです。

問

答

問
答

問

答

問

答

働いている人や結婚している
人も医療費は無料になるのか。
仕事あるいは結婚で、親の養
育を受けず、生計を別にして
いる場合は、医療費支給対象
外になります。

問

答

出丸公民館解体工事をどのよ
うに進めるのか。
現在、公民館から物品等の搬
出を行っており、今後、消防
法等の関係法令との調整を図
りながら、条例改正も含め進
めていきます。　

問

答

認知症検診とは。
対象者は、７０歳と７５歳の
方全員です。検査方法は「浦
上式もの忘れスクリーニング
検査」を行い、認知機能の低
下があると認められた方は専
門の医療機関への受診勧奨を
行います。

小中学校就学援助の予算増額
は新型コロナウイルス感染症
の影響か。
新型コロナウイルス感染症が
長引くと就学援助の申請は増
える傾向にあり、２月時点で、
小学校が１２２人、中学校が
５５人です。

新ごみ処理施設の建設候補地
の決定後は。
建設候補地検討委員会の会議
内容を広報等で周知を図り、
その後、皆様のご意見を伺い
ながら、建設地を決定してい
きます。

川島町保育園経営改革審議会 高校生まで入通院医療費無料 出丸公民館解体工事

認知症検診 新型コロナウイルスの影響 新ごみ処理施設

文教厚生常任委員会

小中学校の新型コロナウイルス感染症の影響

中山小学校の修学旅行の様子

３月定例会

　町では新型コロナウイルス感染症の累計感
染者は７００人超となり、感染の拡大により
学級閉鎖を行った小中学校もあります。通常
の学校行事が行えず、変更や縮小して行った
り、多大な影響が続いています。一日でも早
く通常の学校生活に戻れることを願っていま
す。
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３月定例会
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上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名
※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

専決処分の承認

新規条例の制定     

川島町保育園経営改革審議会条例の制定

条例の一部改正     

川島町水防団条例の一部改正

川島町国民健康保険税条例の一部改正

規約の変更     

埼玉県市町村総合事務組合規約の変更 

令和３年度 補正予算

令和３年度川島町一般会計補正予算（第９号）

令和４年度 当初予算 

令和４年度川島町一般会計予算

令和４年度川島町国民健康保険特別会計予算

令和４年度川島町介護保険特別会計予算

令和４年度川島町水道事業会計予算

令和４年度川島町下水道事業会計予算

議員提出議案

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決
可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

専決処分の承認（令和３年度川島町一般会計
補正予算（第８号））

川島町廃校施設の開放及び管理に関する条例
の一部改正

川島町職員の育児休業等に関する条例の一部
改正

川島町子育て支援医療費支給に関する条例の
一部改正

令和３年度川島町国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）

令和３年度川島町介護保険特別会計補正予算
（第２号）

川島町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正

川島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正

令和４年度川島町後期高齢者医療特別会計予
算

ロシアによるウクライナへの侵攻に対する抗
議決議について



いっぱん質問

9 川島町議会だより／№137 ／令和 4 年 4 月 25 日

（
水
害
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
）

問　

昨
年
に
取
り
組
ん
だ
、「
水
害
時

の
避
難
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で
は
、

町
内
の
緊
急
避
難
場
所
と
自
宅
に
と
ど

ま
る
と
し
た
方
が
全
体
の
46
％
の
８
，

９
５
４
人
に
な
り
ま
す
。
大
勢
の
方
が

緊
急
避
難
場
所
に
避
難
し
て
来
て
も
、

緊
急
避
難
場
所
は
安
全
に
運
営
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
高
齢
等
の
た
め
移
動
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、
広
域
避
難
バ
ス

の
活
用
や
、
避
難
情
報
を
よ
り
確
実
に

届
け
る
た
め
に
、
防
災
ア
プ
リ
を
導
入

す
る
考
え
は
。

答　

町
内
の
緊
急
避
難
場
所
は
収
容

人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
に

と
ど
ま
る
方
も
孤
立
状
態
に
な
る
と

命
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
外

へ
広
域
避
難
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
説
明
会
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

広
域
避
難
バ
ス
の
運
用
は
引
き
続
き

検
討
し
ま
す
。
防
災
ア
プ
リ
は
導
入

費
用
等
の
こ
と
で
見
合
わ
せ
て
い
ま

す
。

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
営
農
型
発

電
の
普
及
に
つ
い
て
）

問　

世
界
各
地
で
気
候
危
機
と
も
い
う

べ
き
異
常
気
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
す
る
た
め

の
町
の
取
組
み
は
。
ま
た
、
営
農
型
太

陽
光
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答　

川
島
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
事
務
・
事
業
編
を
作
成
し
て
、

公
共
施
設
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
軽

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
営
農
型

太
陽
光
発
電
も
含
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
の
課
題
な
の
で
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

バスによる広域避難訓練

収
容
可
能
人
数
を
超
え
る
避
難
者
が

来
て
も
、
緊
急
避
難
場
所
は
安
全

に
運
用
で
き
る
の
か
。

町
外
へ
広
域
避
難
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町の考えを問う
町政一般質問要旨

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１０日、１１日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※質問項目の区分により太字にしています。

菊
地　

敏
昭　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

菊
地　

敏
昭　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

稲
村　

美
代
子　

議
員

稲
村　

美
代
子　

議
員

１ 

水
害
時
の
避
難
行
動
に
つ
い
て

２ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
営
農
型
発
電
の
普
及
に
つ
い
て

１ 

子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

２ 

平
成
の
森
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

粕
谷　

克
己　

議
員

粕
谷　

克
己　

議
員

１ 
医
療
対
応
、
及
び
災
害
対
策
に
つ
い
て

２ 

中
学
生
の
未
来
を
見
据
え
た「
部
活
動
改
革
」に
つ
い
て

１ 

自
治
会
の
継
続
性
に
つ
い
て

矢
内　

秀
憲　

議
員

矢
内　

秀
憲　

議
員

１ 

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

２ 

教
科
担
任
制
に
つ
い
て

３ 

学
童
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
置
に
つ
い
て

１ 

治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て

２ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
に
つ
い
て

３ 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育
相
談
体
制
の
整
備
・
充
実
に
つ
い
て

１ 

町
の
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

２ 

水
防
団
員
（
消
防
団
員
）
に
つ
い
て

３ 

町
職
員
の
非
常
時
（
水
害
時
）
対
応
に
つ
い
て

やし ぶ じこ うやし ぶ じこ う

渋　谷　　幸　司渋　谷　　幸 司
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いっぱん質問

（
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
）

問　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
で
、
育

児
や
産
後
の
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　

平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
４
年

１
月
ま
で
の
出
生
児
は
２
０
０
人
で
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
家
庭
か
ら
相
談
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

問　

母
子
の
１
か
月
健
診
費
用
助
成
事

業
の
利
用
実
績
は
。

答　

助
成
金
額
５
千
円
を
限
度
に
２

０
２
０
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
利
用
者
数
は
１
１
０
組
で
、

割
合
は
１
０
０
％
で
す
。

問　

妊
婦
の
検
診
時
の
タ
ク
シ
ー
無
料

化
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

答　

総
合
的
に
判
断
し
た
中
で
、
か

わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
に
愛
和
病
院
を
加

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問　

産
後
う
つ
が
増
え
て
い
る
と
い
う

報
道
が
あ
る
が
、
町
の
対
策
は
。

答　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
に
お

い
て
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ
病
質

問
票
を
取
り
入
れ
て
、
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

子
育
て
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

町
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
。

答　

様
々
な
事
業
を
周
知
、
改
善
し

て
、
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
町

に
し
て
い
き
ま
す
。

（
平
成
の
森
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

つ
い
て
）

問　

平
成
の
森
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て
の
計
画
は
。

答　

町
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
施
策
と
し
て
、
令
和
元
年

度
よ
り
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
国
の
地
方
創
生
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

安心して子育てできる町づくりを
目指して

問　

町
の
救
急
医
療
対
応
で
す
が
、
令

和
２
年
３
月
（
二
年
前
）
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
私
の
一
般
質
問
で
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
と
し
て
、
未
登
録

で
あ
る
旧
出
丸
小
・
中
山
小
・
伊
草
小
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
追
加
登
録

し
て
は
ど
う
か
、
に
対
し
て
の
答
弁
が
、

「
追
加
登
録
に
向
け
て
、
消
防
局
と
調

整
し
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
二

年
を
経
過
し
た
現
在
、
ど
の
よ
う
な
見

込
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

昨
年
９
月
ご
ろ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
運
航
事
業
者
に
現
地
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、「
離
着
陸
が
可
能
」
と

の
判
断
か
ら
、
昨
年
12
月
に
各
学
校

と
の
調
整
や
代
表
区
長
会
議
で
説
明

し
、
関
係
者
の
ご
理
解
も
い
た
だ
け

ま
し
た
。
今
年
に
入
り
、
埼
玉
県
に

追
加
申
請
を
い
た
し
ま
し
た
。
結
果
、

今
年
３
月
末
に
は
追
加
指
定
さ
れ
る

見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
は
、

町
内
11
か
所
と
な
り
ま
し
た
。

問　

災
害
時
な
ど
に
「
助
け
て
く
だ
さ

い
」
と
、
事
前
に
申
し
込
む
方
式
に
よ

る
「
防
災
カ
ー
ド
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
本
人
の
同
意
を
得
て
支
援
す
る

も
の
で
す
が
、
な
か
に
は
理
由
が
あ
っ

て
申
し
込
み
で
き
な
い
方
、
迷
っ
て
い

る
方
、
地
域
で
孤
立
し
て
い
る
方
等
は
、

防
災
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
た
め
に
は
、
法
的
に

認
め
ら
れ
て
い
る
「
推
定
同
意
」
を
活

用
す
る
た
め
の
、「
防
災
カ
ー
ド
に
関

す
る
条
例
」
等
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

支
援
が
必
要
な
方
が
、
登
録
さ

れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
条

例
の
制
定
に
向
け
検
討
し
ま
す
。出動に備えるドクターヘリ

（埼玉医科大学にて）

産
後
う
つ
が
増
え
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
る
が
。

産
後
う
つ
病
質
問
票
を
取
り
入
れ
、

支
援
し
て
い
ま
す
。

や な いや な い か つひ でひ で の りの り

矢 内　　秀 憲矢 内　　秀 憲

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
の
追
加

登
録
が
必
要
で
は
。

今
年
３
月
末
に
は
追
加
登
録
さ
れ
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
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いっぱん質問

問　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
展

で
人
手
不
足
や
後
継
者
不
足
で
地
域
社

会
の
構
築
は
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。
働

き
方
改
革
や
教
育
、
医
療
、
福
祉
で
日

常
生
活
の
現
場
の
変
容
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
実
現
の
中
、
不
登
校
児
童
生
徒

の
リ
モ
ー
ト
授
業
を
可
能
に
す
る
た
め

の
家
庭
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
は
。

答　

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
各

家
庭
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
を
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぐ
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
不
登
校
の
学
習
保

障
の
点
で
も
リ
モ
ー
ト
授
業
は
必
要

で
す
。

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
か
か
り
つ
け

医
に
繋
ぐ
取
り
組
み
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

が
初
診
の
方
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
利
用
層
は
40
歳
以
下
が
多

く
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
対
面
診
療

と
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
前
提
と
な
る
か
か
り
つ
け
医
は
、

身
近
に
い
て
頼
り
に
な
る
医
師
に
な

り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ

と
は
安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ

ま
す
。
健
康
な
方
は
、
か
か
り
つ
け

医
を
持
つ
こ
と
が
な
い
状
況
で
す
が
、

か
か
り
つ
け
医
の
存
在
と
役
割
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知
し
ま

す
。

問　

教
科
担
任
制
の
取
り
組
み
は
。

答　

授
業
交
換
で
理
科
と
社
会
、
体

育
と
算
数
な
ど
教
材
研
究
が
深
ま
り
、

授
業
改
善
と
質
の
向
上
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

問　

学
童
室
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
置
は
。

答　

学
童
ク
ラ
ブ
４
か
所
の
う
ち
、

１
か
所
は
未
設
定
で
す
。
設
置
さ
れ

て
い
て
も
一
度
に
全
て
の
児
童
が
利

用
で
き
る
環
境
は
な
い
た
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
使
用
は
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。

デジタル田園都市国家構想の取組イメージ
（デジタルからのアプローチ）

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
で
の

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
配
慮
は
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
リ
モ
ー
ト

授
業
を
実
施
。

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子

問　

以
前
の
定
例
議
会
で
も
、
自
治
会

が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
集
会
所
や
自
警
団
倉
庫
な
ど
の

解
体
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
と
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
有
難
く
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
も
、
地
域
の
役
職
を
受
け
に

く
い
社
会
環
境
と
し
て
、
自
営
業
者
の

方
が
減
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
増
え
、

年
金
受
給
が
65
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

高
齢
に
な
っ
て
も
フ
ル
に
働
き
続
け
る

方
が
増
え
、
時
間
的
な
余
裕
の
あ
る
方

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
方
か
ら
、
次
の
よ

う
な
現
状
を
伺
い
ま
し
た
。

①
一
度
、
町
外
に
出
た
子
ど
も
夫
婦
が
、

親
の
高
齢
に
よ
り
、
家
に
入
る
こ
と
も

考
え
た
が
、
今
の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、

地
域
の
役
職
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
不
安
か
ら
、
転
入
を
避
け
た
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
。

②
順
番
で
い
く
と
２
～
３
年
後
に
地
域

の
役
職
に
当
た
る
の
で
、
自
分
の
置
か

れ
た
環
境
を
考
え
る
と
不
安
に
な
り
、

自
治
会
を
抜
け
て
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
今
後
は
、
お

勤
め
し
な
が
ら
で
も
、
自
治
会
長
な
ど

の
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

自
治
会
長
の
負
担
を
和
ら
げ
る
一
つ

の
方
法
に
、
広
報
紙
な
ど
の
配
送
委
託

が
あ
り
ま
す
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

自
治
会
長
会
議
な
ど
で
、
配
送

委
託
や
、
先
進
事
例
を
含
め
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
自
治
会
で
抱

え
て
い
る
課
題
の
解
決
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

地域が支えるクリーン活動

自
治
会
長
の
負
担
軽
減
の
策
は
。

し ば か ず の りたし ば か ず の りた

柴 田 一 典柴 田 一 典

具
体
的
な
解
決
策
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
解
決
に
努
め
ま
す
。
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問　

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
く
商
工
事
業
者
等
へ
、
追
加
支
援
策

が
考
え
ら
れ
な
い
か
。　

答　

商
工
会
か
ら
は
Ｂ
級
グ
ル
メ
を

活
用
し
た
町
内
回
遊
事
業
へ
の
支
援

要
望
も
あ
り
、
今
後
支
援
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

治
水
対
策
と
し
て
入
間
川
流
域
の

樋
管
（
浅
間
・
高
木
・
横
塚
）
は
、
ど

の
よ
う
に
改
修
さ
れ
る
の
か
。

答　

平
成
15
年
か
ら
の
入
間
川
・
越

辺
川
等
緊
急
対
策
事
業
の
築
堤
事
業

に
お
け
る
未
改
修
箇
所
で
、
浅
間
・

高
木
樋
管
は
撤
去
、
横
塚
樋
管
は
改

修
の
計
画
が
あ
り
、
現
在
調
査
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

浅
間
・
高
木
樋
管
が
撤
去
さ
れ
る

と
流
域
の
排
水
に
支
障
が
で
な
い
か
。

答　

国
が
整
備
を
進
め
る
堤
脚
水
路

と
町
が
整
備
し
て
い
る
浅
間
排
水
路

で
流
域
の
排
水
を
川
島
排
水
機
場
に

取
り
込
み
ま
す
。

問　

内
水
氾
濫
が
心
配
さ
れ
る
安
藤
川

蕪
橋
下
流
部
で
、
管
理
道
路
を
か
さ
上

げ
す
る
等
の
越
水
対
策
が
で
き
な
い
か
。

答　

内
水
氾
濫
が
予
想
さ
れ
る
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
安
藤

川
・
横
塚
川
改
修
促
進
協
議
会
等
を

通
じ
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
不
登
校
児
童
生
徒
数

が
急
増
し
て
い
る
が
、
教
育
相
談
体
制

の
整
備
充
実
が
で
き
な
い
か
。　

答　

県
の
補
助
事
業
で
は
、
十
分
な

相
談
員
の
配
置
が
難
し
い
た
め
、
町

の
支
援
策
と
し
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
等
の
相
談

体
制
を
充
実
し
相
談
回
数
も
増
や
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

河
道
の
能
力
向
上
の
工
事
は
。

答　

入
間
川
流
域
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
河
道
掘
削
・

樹
木
伐
採
に
伴
う
用
地
取
得
の
事
務

の
一
部
を
国
か
ら
受
託
し
、
約
７
・

８
ha
の
約
98
％
の
事
務
が
完
了
で
す
。

問　

内
水
氾
濫
対
策
は
。

答　

災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
水
位
調
整
等
の

協
力
に
土
地
改
良
区
と
覚
書
を
締
結

し
ま
し
た
。
安
藤
川
と
飯
島
雨
水
幹

線
水
路
の
流
下
能
力
は
、
川
島
排
水

機
場
と
の
整
合
が
図
れ
て
い
ま
す
。

農
業
用
用
排
水
路
の
機
能
回
復
・
維

持
管
理
で
は
、
主
要
な
用
排
水
路
は

生
活
排
水
や
防
火
用
水
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
お
り
、
社
会
共
通
資
本

で
あ
り
、
町
と
し
て
も
適
切
な
維
持

管
理
が
必
要
で
土
地
改
良
区
と
連
携

し
て
ま
い
り
ま
す
。
空
振
り
を
恐
れ

ず
、
で
き
る
限
り
内
水
の
排
除
を
土

地
改
良
区
と
町
で
連
携
し
て
実
施
し

ま
す
。

問　

水
防
団
員
の
人
数
確
保
は
。

答　

町
で
は
、
消
防
団
員
が
水
防
団

員
を
兼
ね
て
お
り
、
水
害
対
策
時
に

は
水
防
活
動
を
積
極
果
敢
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
充
足
率
は

89
％
で
町
職
員
の
水
防
団
員
人
数
は

17
名
で
す
。
消
防
・
水
防
団
員
が
定

数
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
の
で
、
機
能
別
消
防
団
の
設
置
を

消
防
署
と
協
議
し
研
究
し
ま
す
。

問　

町
職
員
の
非
常
時
対
応
は
。

答　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
動
員

配
備
を
行
い
、
水
害
時
は
台
風
接
近

前
か
ら
水
防
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
会
計
年
度
任
用
職
員
も
災
害
時

に
は
参
集
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問　

公
用
車
の
水
害
時
対
応
は
。

答　

約
25
台
を
高
台
に
移
動
し
ま
す
。

内水被害の低減に活躍中

町
の
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
は
。

社
会
経
済
被
害
の
最
小
化
を
目
指
し

治
水
対
策
を
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
飲
食
店
等
に

追
加
支
援
が
で
き
な
い
か
。

やか す みか つやか す みか つ

粕　谷　　克 己粕　谷　　克 己

き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭

商
工
事
業
者
等
の
意
見
を
丁
寧
に

伺
い
支
援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

安藤川と飯島排水が合流する
稲荷橋付近
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川
島
町
議
会
特
別
委
員
会
中
間
報
告

川
島
町
議
会
特
別
委
員
会
中
間
報
告

●
第
１
回
特
別
委
員
会

・
今
後
の
進
め
方
、
川
島
町
地
域
商
社
、

地
域
商
社
の
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

◎
視
察
研
修

・
茨
城
県
桜
川
市　

地
域
商
社
ク
ラ
セ

ル
桜
川

●
第
２
回
特
別
委
員
会

・
地
域
商
社
の
設
立
に
つ
い
て

　

第
１
回
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
今

年
度
は
、
ま
ず
、
地
域
商
社
設
立
に
つ

い
て
、
現
状
と
課
題
を
調
査
・
研
究
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
、
行
財

政
運
営
に
関
す
る
調
査
検
討
事
項
に
お

け
る
川
島
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画

の
中
で
、
特
に
５
年
以
内
に
優
先
的
に

検
討
実
施
す
べ
き
取
組
み
と
し
て
、
保

育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
地
域
作
り
に
関
す

る
調
査
・
研
究
事
項
に
お
い
て
は
、
上

記
の
２
つ
の
調
査
研
究
を
通
し
て
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
施
策
の
研

究
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
地
域
商
社
に
つ
い
て

　

川
島
町
は
、
観
光
資
源
の
乏
し
い
町

で
す
が
、
眠
っ
て
い
る
資
源
を
掘
り
起

こ
し
創
出
す
る
と
い
っ
た
取
組
は
欠
か

せ
な
い
こ
と
で
、
地
域
商
社
の
役
割
の

一
つ
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　

川
島
町
の
地
域
商
社
さ
ま
ち
か
は
、

令
和
４
年
１
月
11
日
に
設
立
し
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
地
域
商
社
設
立
に
当
た
っ

て
の
「
地
域
資
源
の
発
掘
」
「
地
域
産
品

の
高
付
加
価
値
化
」
「
地
域
産
品
の
販
路

開
拓
」
と
い
う
３
つ
の
役
割
を
し
っ
か

り
基
軸
に
据
え
、
関
係
す
る
商
工
業
団

体
や
販
売
活
路
を
求
め
る
農
業
生
産
者

と
も
連
携
し
、
地
域
振
興
と
い
う
大
き

な
目
標
の
た
め
事
業
に
臨
ん
で
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

・
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

　

個
別
施
設
計
画
の
中
で
は
、
保
育
園

の
民
営
化
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

子
育
て
支
援
課
を
中
心
に
、
将
来
の
人

口
規
模
を
踏
ま
え
た
中
で
、
５
年
・
10

年
先
を
見
据
え
、
施
設
の
あ
り
方
、
運

営
の
仕
方
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
特
別
委
員
会
と
し
て
も
、
町
と

と
も
に
慎
重
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

●
第
１
回
特
別
委
員
会

・
今
後
の
進
め
方
、
埼
玉
中
部
資
源
循

環
組
合
解
散
の
経
緯
、
川
島
町
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
建
設
候
補
地
検
討
委
員

会
設
置
要
綱
及
び
建
設
候
補
地
検
討
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

●
第
２
回
特
別
委
員
会

・
先
進
地
視
察
、
第
１
回
川
島
町
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
候
補
地
検
討
委

員
会
の
報
告
に
つ
い
て

◎
視
察
研
修

・
東
京
都
日
野
市　

浅
川
清
流
環
境
組

合
可
燃
ご
み
処
理
施
設

●
第
３
回
特
別
委
員
会

・
第
３
回
川
島
町
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
建
設
候
補
地
検
討
委
員
会
の
報
告
に

つ
い
て

・
建
設
候
補
地
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
本
町
の
ご
み

焼
却
施
設
は
、
早
急
に
更
新
を
検
討
す

べ
き
段
階
に
き
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

川
島
町
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
候

補
地
検
討
委
員
会
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」

と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
建
設
候
補
地
の

絞
込
み
を
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
こ

れ
に
先
立
ち
、
庁
内
の
職
員
で
構
成
し

た
「
川
島
町
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
に
関
す
る
建
設
用
地
庁
内
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
、
町
内
全
域
か
ら
候
補

地
案
を
９
か
所
と
す
る
報
告
書
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
第
２
回
の
会
議

に
お
い
て
新
た
に
１
か
所
を
追
加
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
後
、
検
討
委
員
会
で

了
承
さ
れ
、
全
部
で
10
か
所
を
評
価
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
回
の
会
議
で
は
、
検
討
委
員
会

の
会
議
の
報
告
を
行
い
、
建
設
候
補
地

の
評
価
・
絞
込
み
に
対
す
る
特
別
委
員

会
の
意
見
と
し
て
、
（
１
）
浸
水
・
水
害

対
策
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
（
２
）
安

定
し
た
ご
み
処
理
事
業
が
継
続
で
き
る

こ
と
。
以
上
２
点
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
執
行
部
か
ら
積
極
的
な

情
報
提
供
を
受
け
る
と
と
も
に
、
議
会

と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
役
割
を
適

切
に
果
た
し
、
着
実
な
事
業
の
進
展
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

・
広
域
処
理
に
つ
い
て

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
処
理
方
式
、

将
来
に
向
け
た
ご
み
処
理
の
姿
を
検
討

し
、
広
域
処
理
と
し
て
の
利
点
を
明
ら

か
に
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
特
別
委
員
会
と
し
て
も
、

町
と
と
も
に
慎
重
に
調
査
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

委
員
会
活
動
の
経
過
（
令
和
３
年
度
）

委
員
会
活
動
の
経
過
（
令
和
３
年
度
）

今
年
度
の
調
査
事
項

調
査
・
研
究
の
結
果

調
査
・
研
究
の
結
果

地
方
創
生
・
行
財
政
特
別
委
員
会

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
関
す
る
特
別
委
員
会

特別委員会中間報告



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

令
和
４
年
度
予
算
も
75
億
１
，
３
０

０
万
円
と
、
昨
年
度
よ
り
８
・
３
％
増

で
可
決
し
ま
し
た
。
今
、
社
会
情
勢
は
、

本
年
２
月
24
日
よ
り
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
武
力
行
使
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
を
受
け
原

油
高
、
物
資
の
高
騰
が
起
こ
り
出
し
て

い
ま
す
。
議
会
と
し
ま
し
て
社
会
平
和

の
た
め
、
国
際
法
の
順
守
を
強
く
求
め

て
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
に
対
す
る
抗
議
決
議
」
を
提
案
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
一
刻
も

早
く
終
戦
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
方
々
へ
お

悔
み
と
、
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
、
新
年
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
町
民
一
丸
と
な
り
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　

（
加
藤
）

表

紙

解

説

○お問合せ　議会事務局
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委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

新　

井　

悦　

子

渋　

谷　

幸　

司

柴　

田　

一　

典

粕　

谷　

克　

己

矢　

内　

秀　

憲

加　

藤　
　
　

進

小　

峯　

松　

治

月１

月２

月３

　

こ
の
春
は
、
川
島
中
学
校
か
ら
64
名
、

西
中
学
校
か
ら
80
名
の
生
徒
が
高
校
生

や
社
会
人
等
と
し
て
羽
ば
た
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
、
成
年
年

齢
が
18
歳
に
「
引
き
下
げ
」
ら
れ
ま
し

た
。
４
月
以
降
は
、
18
歳
か
ら
成
人
と

し
て
扱
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
令
和
４
年
４
月
１
日

に
18
歳
19
歳
の
方
は
こ
の
日
か
ら
「
新

成
人
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
１
４
０
年
ぶ
り
に
変
更
さ
れ
た
た

め
、
社
会
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
飲
酒
や
喫
煙
、

公
営
競
技
に
関
す
る
年
令
制
限
は
「
20

歳
」
の
ま
ま
で
す
。
ど
う
か
、
こ
の
桜

の
木
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
新
成
人

を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

 

（
写
真
・
文
章
／
矢
内
）

議会日誌

議
会
報
編
集
委
員
会

議会報編集委員会
消防出初式
成人式

議会全員協議会
ごみ処理施設建設に関する

議会運営委員会
議会全員協議会

３月定例会
ごみ処理施設建設に関する

議会報編集委員会
議会運営委員会
ごみ処理施設建設に関する

議会運営委員会
議会全員協議会
議会報編集委員会
ペーパーレスシステム

町都市計画審議会

7日
8日
9日

14日
18日

24日

2日～16日
2日

4日
10日
11日

16日

24日

25日

６月の定例会予定
議案審議 一般質問

６
8 水

（予定） ６
13 15～月 水

（予定）（予定）

６月定例会は６/８～６/１５の予定です。

　

令
和
４
年
第
１
回
比
企
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
定
例
会
は
、
２
月
８
日
に
東
松

山
市
議
会
議
場
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
提

案
さ
れ
た
議
案
は
、
消
防
関
係
を
除
き
、

全
10
議
案
で
す
。

議
案
第
１
号　

専
決
処
分
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
緊
急

に
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休

暇
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
、
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号　

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
規
約
変
更
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

都
市
競
艇
組
合
の
名
称
変
更
に
伴
い
、
規

約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号　

令
和
３
年
度
比
企
広
域
市 

町
村
圏
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
職
員
給
与
事
業
の
歳
出
減
額
分

を
予
備
費
に
充
当
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号　

令
和
３
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
斎
場
及
び
霊
き
ゅ
う
自
動
車

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
４
７
２
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　

令
和
３
年
度
比
企
広
域
市

町
村
圏
組
合
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区

分
審
査
会
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
職
員
給
与
事
業
、
介
護
認
定
審

査
会
事
業
及
び
障
害
支
援
区
分
審
査
会
事

業
の
歳
出
減
額
分
を
予
備
費
に
充
当
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　

令
和
３
年
度
比
企
広
域
公

平
委
員
会
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
委
員
会
運
営
事
業
の
歳
出
減
額

分
を
予
備
費
に
充
当
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
９
号
か
ら
議
案
第
13
号
ま
で
は
、

令
和
４
年
度
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
一

般
会
計
予
算
と
４
つ
の
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
で
し
た
。
採
決
の
結
果
、
全
議
案

と
も
全
員
賛
成
を
も
っ
て
原
案
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
菊
地
） 

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会　

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会　
小
峯
　
松
治
・
菊
地
　
敏
昭

特別委員会

特別委員会

タブレット操作研修

特別委員会


